
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 81 号

平成 15 年

10月14日（火曜日）

一

告
　
　
示

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
・
水
政
策
課
）

一

休
猟
区
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
　
）

二

銃
猟
禁
止
区
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
　
）

三

○
公
有
水
面
埋
立
承
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
監
理
課
）

七

公
　
　
告

○
落
札
者
等
の
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
）

八

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

○
一
般
競
争
入
札
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
　
計
　
課
）

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

一
〇

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
異
動
の
届
出

一
一

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
等
の
届
出

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

一
二

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
旨
の
報
告

正
　
　
誤

○
平
成
十
五
年
五
月
二
十
三
日
（
香
川
県
報
第
九
〇
三
二
号
）
香
川
県
告
示
第
三
百
六
号
中

訂
正

●
香
川
県
告
示
第
五
百
七
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
　
称
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
面
　
　
積
　
　
　
存
続
期
間

石
清
尾
鳥
獣
保
　
高
松
市
鶴
市
町
所
在
御
殿
国
有
林
、
高
松
　
一
二
四
ヘ
ク
タ
　
平
成
十
五
年
十
一
　

護
区
　
　
　
　
　
市
峰
山
町
所
在
峰
山
国
有
林
、
高
松
市
東
　
ー
ル
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平
　

ハ
ゼ
町
及
び
西
ハ
ゼ
町
所
在
室
山
国
有
林
、

成
二
十
五
年
十
一
　

高
松
市
中
野
町
所
在
東
石
清
尾
国
有
林
、

月
十
四
日
ま
で

高
松
市
宮
脇
町
所
在
中
石
清
尾
国
有
林
、

高
松
市
西
浜
新
町
所
在
西
石
清
尾
国
有
林
、

高
松
市
郷
東
町
所
在
香
東
国
有
林

善
通
寺
鳥
獣
保
　
善
通
寺
市
善
通
寺
町
地
内
の
主
要
地
方
道
　
二
二
三
ヘ
ク
タ
　
平
成
十
五
年
十
一
　

護
区
　
　
　
　
　
善
通
寺
詫
間
線
と
市
道
砂
古
裏
一
号
線
と
　
ー
ル
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平
　

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
砂
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
五
年
十
一
　

古
裏
一
号
線
を
南
東
に
進
み
市
道
富
士
見
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
四
日
ま
で

通
り
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
富
士
見
通
り
線
を
北
東
に
進
み
市
道
鎌

倉
通
り
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

市
道
鎌
倉
通
り
線
を
南
東
に
進
み
市
道
中

通
り
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市

道
中
通
り
線
を
南
西
に
進
み
市
道
南
大
門

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
南

大
門
線
を
南
東
に
進
み
市
道
大
門
通
り
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
大
門

通
り
線
を
南
東
に
進
み
主
要
地
方
道
善
通

寺
大
野
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
主
要
地
方
道
善
通
寺
大
野
原
線
を
南
西

に
進
み
主
要
地
方
道
観
音
寺
善
通
寺
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道

観
音
寺
善
通
寺
線
を
南
西
に
進
み
市
道
池

下
兼
谷
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

告

示



か
ら
市
道
池
下
兼
谷
一
号
線
を
北
西
に
進

み
市
道
池
下
兼
谷
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
池
下
兼
谷
二
号
線
を

北
西
に
進
み
市
道
北
原
曼
荼
羅
寺
一
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
北
原

曼
荼
羅
寺
一
号
線
を
北
に
進
み
市
道
北
原

曼
荼
羅
寺
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
北
原
曼
荼
羅
寺
二
号
線
を
北

西
に
進
み
市
道
谷
渕
高
柳
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
谷
渕
高
柳
線
を
北

に
進
み
市
道
上
組
曼
荼
羅
寺
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
上
組
曼
荼
羅
寺

線
を
北
東
に
進
み
主
要
地
方
道
善
通
寺
詫

間
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要

地
方
道
善
通
寺
詫
間
線
を
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三
豊
海
岸
鳥
獣
　
観
音
寺
市
室
本
町
地
内
の
市
道
室
本
海
岸
　
一
、
三
三
四
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一
　

保
護
区
　
　
　
　
線
の
終
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平
　

室
本
海
岸
線
を
東
に
進
み
主
要
地
方
道
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
五
年
十
一
　

亀
詫
間
豊
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
四
日
ま
で

か
ら
主
要
地
方
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
を
南

に
進
み
主
要
地
方
道
観
音
寺
佐
野
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
観

音
寺
佐
野
線
を
南
に
進
み
一
般
県
道
粟
井

観
音
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

一
般
県
道
粟
井
観
音
寺
線
を
南
に
進
み
市

道
昭
和
黒
渕
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
昭
和
黒
渕
線
を
南
に
進
み
一
般

県
道
黒
渕
本
大
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
一
般
県
道
黒
渕
本
大
線
を
南
に
進

み
市
道
観
音
寺
大
野
原
豊
浜
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
観
音
寺
大
野
原

豊
浜
線
を
南
に
進
み
主
要
地
方
道
丸
亀
詫

間
豊
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

主
要
地
方
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
を
南
に
進

み
一
般
国
道
一
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
国
道
一
一
号
を
南
西
に
進

み
町
道
一
の
宮
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

二

同
所
か
ら
町
道
一
の
宮
公
園
線
を
北
に
進

み
護
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
護

岸
に
沿
っ
て
北
に
進
み
大
野
原
町
と
豊
浜

町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
真
西
に

直
線
に
進
み
海
岸
線
（
低
極
潮
位
時
）
か

ら
沖
合
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
海
岸
線
（
低
極
潮
位
時
）
と
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
も
っ
て
北
に
進

み
起
点
の
真
西
の
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

起
点
に
向
か
っ
て
東
に
直
線
に
進
み
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

丸
井
鳥
獣
保
護
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
字
丸
井
地
内
の
西
間
　
五
六
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一
　

区
　
　
　
　
　
　
谷
橋
西
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
森
林
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平
　

基
幹
道
五
郷
財
田
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
五
年
十
一
　

大
野
原
町
と
観
音
寺
市
と
の
境
界
に
至
り
、

月
十
四
日
ま
で

同
所
か
ら
大
野
原
町
と
観
音
寺
市
と
の
境

界
に
沿
っ
て
南
に
進
み
国
有
林
大
野
原
町

東
雲
辺
山
六
九
林
班
い
小
班
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
国
有
林
大
野
原
町
東

雲
辺
山
六
九
林
班
い
小
班
界
に
沿
っ
て
西

に
進
み
沢
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
水
路
に

沿
っ
て
北
西
に
進
み
西
間
谷
上
池
に
至
り
、

同
所
か
ら
西
間
谷
上
池
岸
に
沿
っ
て
右
回

り
に
進
み
西
間
谷
上
池
東
端
の
水
路
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
水
路
に
沿
っ
て

北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

●
香
川
県
告
示
第
五
百
八
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
　
称
　
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
　
面
　
　
積
　
　
　
存
続
期
間

上
西
休
猟
区
　
　
香
川
郡
塩
江
町
地
内
の
主
要
地
方
道
美
馬
　
六
五
〇
ヘ
ク
タ
　
平
成
十
五
年
十
一



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

三

塩
江
線
と
林
道
六
甲
天
満
ヶ
原
線
と
の
交
　
ー
ル
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
林
道
六
甲
天
　
　
　
　
　
　
　
　
成
十
八
年
十
一
月

満
ヶ
原
線
を
南
東
に
進
み
町
道
別
子
真
名
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

屋
敷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町

道
別
子
真
名
屋
敷
線
を
南
に
進
み
町
道
真

名
屋
敷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

町
道
真
名
屋
敷
線
を
西
に
進
み
町
道
別
子

真
名
屋
敷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
町
道
別
子
真
名
屋
敷
線
を
南
に
進
み
一

般
県
道
大
滝
上
西
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
県
道
大
滝
上
西
線
を
西
に

進
み
主
要
地
方
道
美
馬
塩
江
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
美
馬
塩

江
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま

れ
た
区
域

富
熊
休
猟
区
　
　
綾
歌
郡
飯
山
町
地
内
の
一
般
県
道
富
熊
宇
　
一
、
六
〇
〇
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一
　

多
津
線
と
主
要
地
方
道
善
通
寺
府
中
線
と
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
　
　
　
　
　
　
　
　
成
十
八
年
十
一
月

方
道
善
通
寺
府
中
線
を
東
に
進
み
市
道
大
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

原
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

市
道
大
原
一
号
線
を
南
東
に
進
み
市
道
額

東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

額
東
線
を
南
東
に
進
み
市
道
横
山
四
手
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
横
山

四
手
線
を
南
東
に
進
み
市
道
横
山
本
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
横
山
本

線
を
東
に
進
み
一
般
県
道
綾
南
府
中
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
綾

南
府
中
線
を
南
に
進
み
一
般
県
道
綾
南
国

分
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一

般
県
道
綾
南
国
分
寺
線
を
南
西
に
進
み
一

般
県
道
高
松
綾
南
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
県
道
高
松
綾
南
線
を
西
に

進
み
一
般
国
道
三
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
国
道
三
二
号
を
南
西
に
進

み
主
要
地
方
道
善
通
寺
綾
歌
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
善
通
寺

綾
歌
線
を
北
西
に
進
み
一
般
県
道
富
熊
宇

多
津
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一

般
県
道
富
熊
宇
多
津
線
を
北
に
進
み
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

白
方
・
大
見
休
　
善
通
寺
市
内
の
一
般
県
道
西
白
方
善
通
寺
　
一
、
四
一
〇
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一

猟
区
　
　
　
　
　
線
と
一
般
国
道
一
一
号
と
の
交
点
を
起
点
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

と
し
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
一
一
号
を
南
　
　
　
　
　
　
　
　
成
十
八
年
十
一
月

西
に
進
み
主
要
地
方
道
善
通
寺
詫
間
線
と
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道

善
通
寺
詫
間
線
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道

丸
亀
詫
間
豊
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
主
要
地
方
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
を

北
に
進
み
一
般
県
道
西
白
方
善
通
寺
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
西

白
方
善
通
寺
線
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

五
名
休
猟
区
　
　
東
か
が
わ
市
五
名
地
内
の
主
要
地
方
道
津
　
一
、
三
八
〇
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一

田
川
島
線
と
一
般
国
道
三
七
七
号
と
の
交
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
三
　
　
　
　
　
　
　
　
成
十
六
年
十
一
月

七
七
号
を
南
東
に
進
み
市
道
大
曲
二
号
線
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
大
曲

二
号
線
を
南
西
に
進
み
一
般
国
道
三
七
七

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国

道
三
七
七
号
を
南
西
に
進
み
払
川
か
ら
長

尾
谷
（
通
称
杖
立
峠
）
に
至
る
歩
道
（
大

窪
寺
鳥
獣
保
護
区
と
の
境
界
）
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
北
に
進
み

長
尾
谷
（
通
称
杖
立
峠
、
東
か
が
わ
市
と

さ
ぬ
き
市
と
の
境
界
）
に
至
り
、
同
所
か

ら
東
か
が
わ
市
と
さ
ぬ
き
市
と
の
境
界
に

沿
っ
て
東
に
進
み
主
要
地
方
道
津
田
川
島

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地

方
道
津
田
川
島
線
を
南
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

●
香
川
県
告
示
第
五
百
八
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

四

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
（
丸
亀
・
坂
出
銃
猟

禁
止
区
域
の
項
）
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
四
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
　
称
　
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
　
面
　
　
積
　
　
　
存
続
期
間

大
部
銃
猟
禁
止
　
小
豆
郡
土
庄
町
地
内
の
林
道
嶮
岨
山
線
と
　
一
一
八
ヘ
ク
タ
　
平
成
十
五
年
十
一

区
域
　
　
　
　
　
橘
川
支
流
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
　
ー
ル
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

か
ら
林
道
嶮
岨
山
線
を
北
東
に
進
み
五
六
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

二
メ
ー
ト
ル
峰
の
三
角
点
に
至
り
、
同
所
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

か
ら
橘
川
本
流
東
側
稜
線
を
南
東
に
進
み

主
要
地
方
道
土
庄
神
懸
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
土
庄
神
懸
線

を
南
西
に
進
み
四
方
指
展
望
台
線
（
公
園

道
路
）
と
の
交
点
（
土
庄
町
地
内
）
に
至

り
、
同
所
か
ら
起
点
に
向
か
っ
て
北
西
に

直
線
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た

区
域

香
南
台
地
銃
猟
　
香
川
郡
香
南
町
地
内
の
主
要
地
方
道
三
木
　
一
、
一
四
〇
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一
　

禁
止
区
域
　
　
　
綾
南
線
と
主
要
地
方
道
円
座
香
南
線
と
の
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

道
円
座
香
南
線
を
南
東
に
進
み
一
般
国
道
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

一
九
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

一
般
国
道
一
九
三
号
を
南
に
進
み
一
般
国

道
三
七
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
一
般
国
道
三
七
七
号
を
西
に
進
み
主
要

地
方
道
国
分
寺
琴
南
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
国
分
寺
琴
南
線
を

北
に
進
み
町
道
上
千
疋
大
谷
池
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
上
千
疋
大
谷

池
線
を
北
東
に
進
み
大
谷
池
に
沿
っ
て
南

東
に
進
み
一
般
県
道
千
疋
高
松
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
千
疋
高

松
線
を
北
に
進
み
主
要
地
方
道
三
木
綾
南

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地

方
道
三
木
綾
南
線
を
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

皇
踏
山
銃
猟
禁
　
小
豆
郡
土
庄
町
滝
宮
地
内
の
町
道
馬
越
滝
　
五
一
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

止
区
域
　
　
　
　
宮
線
と
町
道
滝
宮
六
号
線
と
の
交
点
を
起
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

点
と
し
、
同
所
か
ら
町
道
滝
宮
六
号
線
を
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

南
東
に
進
み
滝
宮
・
笠
滝
街
道
（
歩
道
）

十
四
日
ま
で

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
滝
宮
・
笠

滝
街
道
（
歩
道
）
を
東
に
進
み
皇
踏
山
山

頂
に
向
か
う
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
皇
踏
山
山
頂
に
向

か
う
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
南
西
に
進
み

皇
踏
山
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
林
道
滝

宮
線
の
終
点
に
接
続
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
北
東
に
進
み
林
道
滝
宮
線
の
終
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
起
点
に
向
か
っ
て
北

東
に
直
線
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま

れ
た
区
域

尽
誠
銃
猟
禁
止
　
さ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
地
内
の
主
要
地
方
道
　
二
二
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

区
域
　
　
　
　
　
志
度
山
川
線
と
市
道
宮
西
川
北
線
と
の
交
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
宮
西
川
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

北
線
を
南
に
進
み
市
道
長
行
線
と
の
交
点
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
長
行
線
を
東
に

進
み
市
道
沢
福
長
行
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
沢
福
長
行
線
を
南
に
進
み

市
道
乙
井
宮
西
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
乙
井
宮
西
線
を
南
西
に
進
み

主
要
地
方
道
志
度
山
川
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
志
度
山
川
線

を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た

区
域

仁
池
銃
猟
禁
止
　
観
音
寺
市
池
之
尻
町
地
内
の
農
道
と
市
道
　
九
一
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

区
域
　
　
　
　
　
中
下
線
と
の
接
続
点
を
起
点
と
し
、
同
所
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

か
ら
市
道
中
下
線
を
南
東
に
進
み
市
道
道
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

下
千
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

市
道
道
下
千
田
線
を
南
東
に
進
み
市
道
池

之
尻
小
立
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
池
之
尻
小
立
岡
線
を
南
東
に
進



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

五

み
仁
池
東
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
仁
池
東
堤
防
を
南
西
に
進
み
農
道
（

市
道
出
作
野
田
線
に
通
じ
る
）
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
を
南
東
に
進
み

市
道
出
作
野
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
出
作
野
田
線
を
北
西
に
進
み

市
道
母
神
出
晴
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
母
神
出
晴
線
を
南
に
進
み
市

道
信
末
駅
裏
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
信
末
駅
裏
線
を
北
西
に
進
み
市

道
側
道
木
之
郷
本
大
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
側
道
木
之
郷
本
大
線
を
北

東
に
進
み
農
道
（
市
道
中
下
線
に
通
じ
る
）

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
を
南

東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

丸
山
銃
猟
禁
止
　
木
田
郡
庵
治
町
地
内
（
船
隠
）
の
船
隠
海
　
二
六
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

区
域
　
　
　
　
　
岸
道
路
と
主
要
地
方
道
高
松
牟
礼
線
と
の
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

道
高
松
牟
礼
線
を
南
に
進
み
町
道
新
丸
山
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
新

丸
山
線
を
南
西
に
進
み
大
谷
川
右
岸
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
谷
川
右
岸
を

西
に
進
み
海
岸
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら

海
岸
線
を
西
に
進
み
船
隠
海
岸
道
路
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
船
隠
海
岸
道
路

を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ

た
区
域

御
殿
山
銃
猟
禁
　
木
田
郡
庵
治
町
（
江
の
浜
）
地
内
の
海
岸
　
四
一
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一
　

止
区
域
　
　
　
　
線
と
主
要
地
方
道
高
松
牟
礼
線
と
の
交
点
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
高
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

松
牟
礼
線
を
南
西
に
進
み
王
の
下
漁
港
臨
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

港
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
王

の
下
漁
港
臨
港
道
路
を
西
に
進
み
海
岸
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を

西
に
進
み
皇
神
鼻
を
経
て
更
に
海
岸
線
を

北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

鞍
谷
銃
猟
禁
止
　
木
田
郡
庵
治
町
地
内
の
町
道
宮
東
篠
尾
線
　
八
五
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

区
域
　
　
　
　
　
と
主
要
地
方
道
高
松
牟
礼
線
と
の
交
点
を
　
ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
高
松
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

牟
礼
線
を
南
に
進
み
農
道
南
海
線
と
の
交
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農
道
南
海
線
を
西

に
進
み
南
海
上
池
南
側
堤
に
至
り
、
同
所

か
ら
南
海
上
池
南
側
堤
を
西
に
進
み
用
心

池
北
西
側
堤
に
至
り
、
同
所
か
ら
用
心
池

北
西
側
堤
を
南
西
に
進
み
野
山
池
西
側
堤

に
至
り
、
同
所
か
ら
野
山
池
西
側
堤
を
南

に
進
み
町
道
双
股
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
町
道
双
股
線
を
南
に
進
み
町
道

庵
治
志
度
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
町
道
庵
治
志
度
線
を
東
に
進
み
主
要
地

方
道
高
松
牟
礼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
主
要
地
方
道
高
松
牟
礼
線
を
南
に

進
み
海
岸
線
（
高
尻
地
区
）
に
至
り
、
同

所
か
ら
海
岸
線
を
北
に
進
み
太
鼓
鼻
を
経

て
篠
尾
漁
港
臨
港
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
篠
尾
漁
港
臨
港
道
路
を
西
に
進

み
町
道
宮
東
篠
尾
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
町
道
宮
東
篠
尾
線
を
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

大
平
パ
イ
ロ
ッ
　
次
の
各
標
識
を
順
次
に
結
ん
だ
直
線
及
び
　
一
一
三
ヘ
ク
タ
　
平
成
十
五
年
十
一

ト
地
区
銃
猟
禁
　
標
識
第
一
号
と
標
識
第
十
一
号
を
結
ん
だ
　
ー
ル
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

止
区
域
　
　
　
　
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

標
識
第
一
号
　
県
営
水
道
国
分
寺
ポ
ン
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

場

標
識
第
二
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

惣
道
三
八
〇
三
―
七
一
地
内

の
稜
線
部
の
農
道

標
識
第
三
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

大
平
地
内
の
休
場
池
の
南
側

の
農
道
三
叉
路

標
識
第
四
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

大
平
三
七
九
五
―
一
九
地
内

の
農
道

標
識
第
五
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字
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六

大
平
三
七
五
九
―
三
地
内
の

農
道
終
点

標
識
第
六
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

大
平
三
七
九
三
―
一
五
地
内

の
農
道
交
差
点

標
識
第
七
号
　
町
道
中
筋
奥
谷
線
の
終
点

（
最
西
端
）

標
識
第
八
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

大
平
三
七
九
三
―
八
二
地
内

の
農
道
交
差
点

標
識
第
九
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

大
平
三
七
九
三
―
一
二
七
地

内
の
農
道
三
叉
路

標
識
第
十
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居
字

赤
谷
三
七
八
三
―
四
地
内
の

農
道
の
最
北
端

標
識
第
十
一
号
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
新
居

字
赤
谷
地
内
の
小
笠
原
池

栗
野
池
銃
猟
禁
　
善
通
寺
市
大
麻
町
地
内
の
主
要
地
方
道
岡
　
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
　
平
成
十
五
年
十
一

止
区
域
　
　
　
　
田
善
通
寺
線
と
市
道
生
野
大
麻
二
号
線
と
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
生
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

野
大
麻
二
号
線
を
南
東
に
進
み
市
道
大
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

中
土
居
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
大
麻
中
土
居
二
号
線
を
南
西
に

進
み
市
道
中
土
居
栗
野
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
中
土
居
栗
野
線
を
南

西
に
進
み
市
道
大
麻
栗
野
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
大
麻
栗
野
線
を
西

に
進
み
市
道
中
土
居
谷
田
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
中
土
居
谷
田
線
を

北
東
に
進
み
主
要
地
方
道
岡
田
善
通
寺
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方

道
岡
田
善
通
寺
線
を
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

金
倉
川
銃
猟
禁
　
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
地
内
の
市
道
西
六
条
　
二
六
ヘ
ク
タ
ー
　
平
成
十
五
年
十
一

止
区
域
　
　
　
　
川
添
線
と
金
倉
川
と
の
交
点
（
六
条
橋
）

ル
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
金
倉
川
の
左
岸
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

堤
防
の
表
法
肩
か
ら
右
岸
堤
防
の
表
法
肩
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

ま
で
の
幅
で
金
倉
川
を
上
流
に
進
み
主
要

地
方
道
岡
田
善
通
寺
線
と
の
交
点
（
象
郷

橋
）
に
囲
ま
れ
た
区
域

丸
亀
・
坂
出
銃
　
坂
出
市
江
尻
町
地
内
の
市
道
坂
江
橋
林
田
　
五
、
〇
六
四
ヘ
　
平
成
十
五
年
十
一

猟
禁
止
区
域
　
　
線
と
主
要
地
方
道
高
松
善
通
寺
線
と
の
交
　
ク
タ
ー
ル
　
　
　
月
十
五
日
か
ら
平

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
　
　
　
　
　
　
　
　
成
二
十
年
十
一
月

高
松
善
通
寺
線
を
西
に
進
み
一
般
県
道
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
ま
で

亀
琴
平
観
音
寺
自
転
車
道
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
丸
亀
琴
平
観

音
寺
自
転
車
道
線
を
南
東
に
進
み
一
般
県

道
岡
田
丸
亀
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
一
般
県
道
岡
田
丸
亀
線
を
南
東
に
進

み
一
般
国
道
四
三
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
一
般
国
道
四
三
八
号
を
南
に
進

み
主
要
地
方
道
長
尾
丸
亀
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
長
尾
丸
亀

線
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道
善
通
寺
綾
歌

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地

方
道
善
通
寺
綾
歌
線
を
南
西
に
進
み
主
要

地
方
道
丸
亀
三
好
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
丸
亀
三
好
線
を
北

に
進
み
善
通
寺
市
と
丸
亀
市
と
の
境
界
に

至
り
、
同
所
か
ら
善
通
寺
市
と
丸
亀
市
と

の
境
界
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
伊
予
勢
池

を
囲
む
善
通
寺
市
と
丸
亀
市
と
の
境
界
を

北
西
に
進
み
、
市
道
稲
木
木
徳
線
と
市
道

向
井
東
宮
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
向
井
東
宮
線
を
北
西
に
進
み
主
要

地
方
道
善
通
寺
府
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
主
要
地
方
道
善
通
寺
府
中
線
を

南
西
に
進
み
一
般
県
道
原
田
琴
平
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
県
道
原
田

琴
平
線
を
北
に
進
み
市
道
田
村
町
太
井
巴

田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

田
村
町
太
井
巴
田
線
を
北
に
進
み
一
般
国

道
一
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

一
般
国
道
一
一
号
を
南
西
に
進
み
金
倉
川

右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
金
倉
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七

川
右
岸
を
北
に
進
み
昭
和
町
西
堤
防
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
昭
和
町
西
堤
防

を
北
に
進
み
昭
和
町
北
堤
防
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
昭
和
町
北
堤
防
を
北
東

に
進
み
昭
和
町
北
堤
防
最
北
東
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
蓬
莱
町
北
堤
防
最
西
端
に
向
か

っ
て
直
線
に
進
み
蓬
莱
町
北
堤
防
最
西
端

に
至
り
、
同
所
か
ら
蓬
莱
町
北
堤
防
を
北

東
に
進
み
蓬
莱
町
北
堤
防
最
北
東
端
に
至

り
、
同
所
か
ら
土
器
川
左
岸
最
北
端
（
富

士
見
町
最
北
端
）
に
向
か
っ
て
直
線
に
進

み
土
器
川
左
岸
最
北
端
に
至
り
、
同
所
か

ら
土
器
川
右
岸
最
北
端
に
向
か
っ
て
直
線

に
進
み
土
器
川
右
岸
最
北
端
に
至
り
、
同

所
か
ら
土
器
町
北
堤
防
を
北
東
に
進
み
土

器
町
北
堤
防
最
北
東
端
に
至
り
、
同
所
か

ら
宇
多
津
町
浜
北
堤
防
最
西
端
に
向
か
っ

て
直
線
に
進
み
宇
多
津
町
浜
北
堤
防
最
西

端
に
至
り
、
同
所
か
ら
宇
多
津
町
浜
北
堤

防
を
北
東
に
進
み
大
束
川
左
岸
最
北
端
（

宇
多
津
町
浜
最
北
東
端
）
に
至
り
、
同
所

か
ら
大
束
川
右
岸
最
北
端
に
向
か
っ
て
直

線
に
進
み
大
束
川
右
岸
最
北
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
北
浦
漁
港
の
白
灯
台
に
向
か
っ

て
直
線
に
進
み
北
浦
漁
港
の
白
灯
台
に
至

り
、
同
所
か
ら
吉
田
西
堤
防
に
沿
っ
て
北

に
進
み
宇
多
津
町
と
坂
出
市
と
の
境
界
に

至
り
、
同
所
か
ら
宇
多
津
町
と
坂
出
市
と

の
境
界
に
沿
っ
て
東
に
進
み
一
般
県
道
瀬

居
坂
出
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
一
般
県
道
瀬
居
坂
出
港
線
を
東
に
進
み

四
国
電
力
坂
出
発
電
所
北
東
側
境
界
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
四
国
電
力
坂
出

発
電
所
北
東
側
境
界
に
沿
っ
て
南
東
に
進

み
四
国
電
力
坂
出
発
電
所
南
東
角
に
至
り
、

同
所
か
ら
綾
川
左
岸
最
北
端
に
向
か
っ
て

直
線
に
進
み
綾
川
左
岸
最
北
端
に
至
り
、

同
所
か
ら
綾
川
左
岸
に
沿
っ
て
南
東
に
進

み
市
道
坂
江
橋
林
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
坂
江
橋
林
田
線
を
南
に
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
。
但

し
、
丸
亀
市
田
村
町
地
内
の
田
村
池
及
び

太
井
池
（
池
敷
を
含
む
）
の
区
域
は
除
く
。

●
香
川
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
有
水
面
の
埋
立
て
を
承
認
し
た
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
承
認
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
七
日

二
　
承
認
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

高
松
市
福
岡
町
四
丁
目
二
六
番
三
二
号

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
長
　
南
部
　
隆
秋

三
　
埋
立
区
域

１
　
位
置

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
葛
原
字
永
井
八
八
番
（
通
称
新
池
）
の
一
部

２
　
区
域

別
図
の
と
お
り

３
　
面
積

五
四
○
・
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル

四
　
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

１
　
位
置

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
葛
原
字
長
井
八
八
番
公
有
水
面
（
通
称
新
池
）
の
一
部

２
　
区
域

別
図
の
と
お
り

３
　
面
積
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八

一
七
四
○
・
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル

五
　
埋
立
地
の
用
途

道
路
用
地

（
「
別
図
」
は
、
省
略
す
る
。
）

●
香
川
県
公
告
第
六
百
一
号

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
示
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
購
入
等
件
名
及
び
数
量

一
般
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
（
仕
様
書
に
示
す
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
含
む
。）

九
十
六
式

一
般
業
務
用
プ
リ
ン
タ
　
四
十
六
式

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
　
一
式

（
な
お
、
各
物
件
に
は
設
置
、
調
整
及
び
保
守
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
が
含
ま
れ
る
。
）

二
　
契
約
方
法
　
購
入
等

三
　
契
約
方
式
　
一
般
競
争
入
札

四
　
落
札
決
定
日
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

五
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所
　
富
士
通
サ
ポ
ー
ト
ア
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
四
国
支
社
　
高
松
市
藤

塚
町
一
丁
目
一
〇
番
三
〇
号

六
　
落
札
金
額
　
一
八
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

七
　
入
札
公
告
日
　
平
成
十
五
年
八
月
八
日

八
　
担
当
課
　
郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇
　
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号
　
香
川
県
健
康
福
祉

部
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
　
電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
三
一
〇

●
香
川
県
公
告
第
六
百
二
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

坂
出
市
府
中
町
字
石
井
一
一
五
七
―
三
及
び
一
一
五
七
―
五

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

坂
出
市
川
津
町
三
三
八
六
番
地
一

辻
本
　
孝
一
郎

辻
本
　
英
子

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
入
札
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る

香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十
五
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
香
川
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
百
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
購
入
物
品
名
及
び
数
量
　
香
川
県
立
学
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
系
サ
ー
バ
機
器
一
式

２
　
購
入
物
品
の
要
求
諸
元
　
仕
様
書
に
よ
る
。

３
　
納
入
場
所
　
香
川
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
情
報
教
育
課
内
サ
ー
バ
室

４
　
納
入
期
限
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

５
　
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

九

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
金
額
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
金
額

の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

二
　
契
約
書
作
成
の
要
否

要

三
　
契
約
の
内
容
を
示
す
日
時
及
び
場
所
等
　
（
入
札
説
明
書
の
交
付
等
）

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の

祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」

と
い
う
。
）
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
）

郵
便
番
号
　
七
六
〇
―
八
五
七
〇
　
香
川
県
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
出
納
局
会
計
課
　
物
品
調
達
グ
ル
ー
プ

電
話
番
号
　
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
六
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
八
七
―
八
三
三
―
〇
三
五
二

四
　
契
約
の
内
容
に
関
す
る
質
問
の
受
付

契
約
の
内
容
に
関
す
る
質
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
四
日
正
午
ま
で
に
三
に
示

し
た
場
所
等
に
対
し
文
書
で
行
う
こ
と
。（
文
書
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
と
す
る
。
）

回
答
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
（
休
日
を
除
く
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
香
川
県
出
納
局
会
計
課
で
閲
覧
に
供
す
る
。

五
　
入
札
及
び
開
札
を
行
う
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
　
午
前
十
時
三
十
分

香
川
県
庁
北
館
三
階
　
会
計
課
入
札
室

六
　
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者

に
よ
る
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
以
下
「
信
書
便
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
入
札
の
可
否

可
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
便
に
あ
っ
て
は
書
留
親
展
に
、
信
書
便
に
あ
っ
て
は
郵
便
に
お
け
る
書
留

親
展
に
相
当
す
る
方
法
に
限
る
。
（
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
は
、
平
成
十
五
年

十
一
月
二
十
五
日
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
）

七
　
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

規
則
第
百
五
十
二
条
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
減
免
す
る
の
で
、
減
免
を
希
望
す
る
者
は
、
平
成
十

五
年
十
月
二
十
九
日
午
後
三
時
ま
で
に
入
札
又
は
契
約
保
証
金
減
免
申
請
書
を
香
川
県
出
納
局
会
計
課

に
提
出
す
る
こ
と
。

八
　
入
札
者
の
参
加
資
格

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

１
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
香
川
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
に
お
い
て
、
本
公
告

日
現
在
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
本
公
告
日
現
在
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十

九
日
ま
で
に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
香
川
県
出
納
局
会
計
課
に
提
出
し
て
、
Ａ
級

格
付
け
の
可
否
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
。

３
　
香
川
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
指
名
停
止
措
置
を
現
に
受
け
て
い
な
い
者

で
あ
る
こ
と
。

４
　
本
公
告
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

５
　
応
札
し
よ
う
と
す
る
物
品
が
、
入
札
説
明
書
又
は
仕
様
書
に
示
す
特
質
等
を
有
す
る
こ
と
を
示
す

機
能
・
諸
元
証
明
書
を
提
出
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

６
　
本
公
告
に
示
し
た
調
達
物
品
及
び
数
量
を
、
当
該
物
品
の
製
造
者
、
販
売
代
理
店
又
は
輸
入
代
理

店
の
出
荷
証
明
等
に
よ
り
、
入
札
説
明
書
又
は
仕
様
書
で
指
定
す
る
日
時
及
び
場
所
に
確
実
に
納
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

７
　
本
公
告
に
示
し
た
調
達
物
品
に
係
る
迅
速
な
維
持
補
修
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
当
該
維
持
補
修
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
は
、
調
達
物
品
の
納
入
場
所
か
ら
一
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
場
所
に
あ
る
こ
と
。

九
　
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
八
の
５
、
６
及
び
７
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を

平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
午
後
三
時
ま
で
に
、
三
に
示
し
た
場
所
に
提
出
し
、
当
該
書
類
に
関
し
説

明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

一
〇

提
出
さ
れ
た
書
類
の
審
査
に
合
格
し
た
者
に
限
り
入
札
に
参
加
で
き
る
も
の
と
し
、
審
査
の
結
果
は
、

平
成
十
五
年
十
一
月
六
日
ま
で
に
通
知
す
る
。

十
　
入
札
の
無
効

本
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し

な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
及
び
規
則
第
百
七
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
入
札
は
、
無
効
と

す
る
。

十
一
　
入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期
に
よ
る
損
害

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
又
は
入
札
に
関
し
不
正
行
為
が
あ
る
等
に
よ
り
明

ら
か
に
競
争
の
実
効
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
入
札
又
は
開
札
を
取
り
消
し
、
又
は
延
期
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期
に
よ
る
損
害
は
、
入
札
者
の
負

担
と
す
る
。

十
二
　
落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低

価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者
を
落
札
者
と
す
る
。

な
お
、
入
札
結
果
は
、
香
川
県
物
品
買
入
れ
等
に
係
る
競
争
入
札
の
周
知
及
び
公
表
に
関
す
る
要

綱
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

十
三
　
落
札
の
無
効

落
札
者
は
、
落
札
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
期
間
内
に
落
札
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
契
約
書
を
作
成
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
落

札
は
、
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
書
を
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
り
送
付
す
る
場
合
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
四
　
予
約
完
結
権
の
譲
渡

落
札
者
は
、
落
札
決
定
後
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
予
約
完
結
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て

は
な
ら
な
い
。

十
五
　
そ
の
他

１
　
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
ま
た
、
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
入
札
者
の
参

加
資
格
で
も
あ
る
の
で
、
三
に
示
し
た
日
時
及
び
場
所
に
お
い
て
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
。

２
　
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
と
し
、
通
貨
は
日
本
国
通
貨
と
す
る
。

六●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友
　
　

一
　
一
以
上
の
市
町
村
又
は
公
職
選
挙
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
選
挙
区
の
区
域
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
　

れ
る
政
党
の
支
部

政
党
の
名
称
　
民
主
党

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
　
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　

氏
　
　
　
　
名

民
主
党
香
川
県
第
３
総
支
部
　
山
元
　
　
徹
　
　
小
瀧
　
國
夫
　
　
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
〇
四
二
　

二
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
　
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

氏
　
　
　
　
名

Sum
m
ary

１
　
N
ature and quantity of the products to be purchased : W

indow
s Sever E

quip-

m
ent for LA

N
 operating w

ithin schools in K
agaw

a Prefecture 1 set

２
　
T
im
e-lim

it for tender : 10:30 a.m
., N
ovem

ber 26, 2003（
B
y m
ail, tenders m

ust be

subm
itted by 5:00 p.m

., N
ovem

ber 25, 2003）

３
　
C
ontact point for the notice : Procurem

ent group, A
ccounting D

ivision, R
eve-

nue and E
xpenditure B

ureau, K
agaw

a Prefectural G
overnm

ent, 4-1-10, B
ancho,

T
akam

atsu-shi, K
agaw

a-ken, Japan 760-8570.  T
E
L 087-832-3641

４
　
W
e use the Japanese language and the Japanese yen in the procedures of the

contract.

選
挙
管
理
委
員
会
告
示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

一
一

赤
坂
義
光
後
援
会
　
　
　
　
　
西
尾
　
　
保
　
　
赤
坂
エ
ツ
子
　
　
東
か
が
わ
市
三
本
松
一
一
六
七

―
二

い
た
さ
か
良
彦
後
援
会
　
　
　
西
尾
　
　
保
　
　
板
坂
　
和
子
　
　
東
か
が
わ
市
三
本
松
一
二
九
五

―
四
一

大
藪
雅
史
後
援
会
　
　
　
　
　
西
尾
　
　
保
　
　
遠
藤
　
恵
子
　
　
東
か
が
わ
市
松
原
一
六
九

大
山
圓
賀
後
援
会
　
　
　
　
　
岡
田
　
幸
一
　
　
大
山
勢
津
子
　
　
東
か
が
わ
市
五
名
二
四
二
二

お
ざ
き
照
子
後
援
会
　
　
　
　
尾

雅
嗣
　
　
林
　
　
　
清
　
　
東
か
が
わ
市
引
田
二
九
九
―
九

笹
井
ひ
ろ
ふ
み
香
川
県
後
援
　
山
下
喜
世
弘
　
　
竹
内
　
敏
彦
　
　
高
松
市
錦
町
二
―
八
―
三
八

会田
中
孝
博
後
援
会
　
　
　
　
　
岡
　
　
廣
志
　
　
二
川
　
公
明
　
　
東
か
が
わ
市
白
鳥
二
〇
三
七
―

三

田
中
英
幸
後
援
会
　
　
　
　
　
田
中
　
悦
二
　
　
笠
井
　
繁
雄
　
　
東
か
が
わ
市
土
居
七
一
―
一

中
川
利
雄
後
援
会
　
　
　
　
　
西
尾
　
　
保
　
　
中
川
加
代
子
　
　
東
か
が
わ
市
黒
羽
甲
四
六
〇

21
世
紀
を
考
え
る
会
　
　
　
　
山
元
　
　
徹
　
　
小
瀧
　
國
夫
　
　
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
〇
四
二

橋
本
守
後
援
会
　
　
　
　
　
　
成
瀬
　
常
雄
　
　
増
井
　
一
男
　
　
東
か
が
わ
市
松
原
四
六
九

藤
井
秀
城
後
援
会
　
　
　
　
　
三
好
　
明
義
　
　
滝
井
　
直
樹
　
　
東
か
が
わ
市
白
鳥
二
八
六
八

松
本
芳
之
後
援
会
　
　
　
　
　
西
尾
　
　
保
　
　
松
本
　
友
枝
　
　
東
か
が
わ
市
三
本
松
一
六
七
二

―
一

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。平

成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友
　
　

一
　
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
　
異
動
事
項
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
　
　
　
　

公
明
党
香
川
県
本
部
　
　
　
　
　
主
た
る
事
務
　
高
松
市
木
太
町
九
区
六
　
高
松
市
多
賀
町
二
―
三

所
の
所
在
地
　
二
八
　
　
　
　
　
　
　
　
―
一
六

自
由
民
主
党
大
野
原
支
部
　
　
　
代
　
表
　
者
　
篠
原
　
公
七
　
　
　
　
　
高
丸
　
勝
茂
　
　
　
　
　

の
　
氏
　
名
　

自
由
民
主
党
香
川
県
歯
科
医
師
　
会
計
責
任
者
　
竹
内
　
敏
彦
　
　
　
　
　
植
田
　
佳
邦

会
支
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
氏
　
名

自
由
民
主
党
香
川
県
大
樹
の
会
　
主
た
る
事
務
　
高
松
市
川
島
東
町
二
二
　
三
豊
郡
三
野
町
吉
津
甲

支
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
氏
　
名
　
五
六
―
二
　
　
　
　
　
　
四
九
一

代
　
表
　
者
　
辻
　
　
正
司
　
　
　
　
　
岩
田
　
裕
之
　
　
　
　
　

の
　
氏
　
名

二
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
　
異
動
事
項
　
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
　
　
　
　
　

大
島
よ
し
ひ
さ
後
援
会
　
　
　
　
会
計
責
任
者
　
竹
内
　
敏
彦
　
　
　
　
　
植
田
　
佳
邦

の
　
氏
　
名

香
川
県
歯
科
医
師
政
治
連
盟
　
　
会
計
責
任
者
　
竹
内
　
敏
彦
　
　
　
　
　
植
田
　
佳
邦

の
　
氏
　
名

中
原
爽
後
援
会
　
　
　
　
　
　
　
会
計
責
任
者
　
竹
内
　
敏
彦
　
　
　
　
　
植
田
　
佳
邦

の
　
氏
　
名

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友
　
　

一
　
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

自
由
党
香
川
県
第
３
総
支
部

二
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

杉
山
勝
後
援
会



平
成
十
五
年
十
月
十
四
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

（
第
九
〇
七
三
号
）

一
二

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友
　
　

山
元
　
　
徹
　
　
衆
議
院
議
員
　
21
世
紀
を
考
え
る
　
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
〇
四
　
山
元
　
　
徹

会
　
　
　
　
　
　
　
二

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
三
日
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨
東

か
が
わ
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
在
　
　
　
地

水
主
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
か
が
わ
市
水
主
一
一
四
三
番
地
一

大
内
人
権
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
か
が
わ
市
横
内
七
三
二
番
地

平
成
十
五
年
五
月
二
十
三
日
（
香
川
県
報
第
九
〇
三
二
号
）
香
川
県
告
示
第
三
百
六
号
中
訂
正

ペ
ー
ジ
　
段
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

四
　
　
上
　
香
川
県
小
豆
総
合
事
務
所
　
　
　
　
　
　
香
川
県
高
松
土
木
事
務
所

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者

の

氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体

の
　
名
　
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の

氏
　
　
名

正

誤


